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と
の
答
弁
に
終
始
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
予
算
の
根

拠
及
び
正
当
性
に
つ
い
て
の
審
議

が
十
分
に
出
来
る
状
況
と
は
い
え

な
い
と
考
え
る
。

　

こ
の
様
な
状
況
下
に
お
い
て
計

画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
あ
り
き
で
予
算

計
上
す
る
こ
と
に
は
疑
義
が
あ
る

が
、
せ
め
て
事
業
者
選
定
に
お
い

て
は
市
内
事
業
者
が
参
加
で
き
る

工
夫
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
上

の
点
か
ら
左
記
の
項
目
に
つ
い
て

求
め
る
。

記

１　
（
仮
称
）
国
際
工
芸
美
術
館

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
本
体
工
事

に
市
内
事
業
者
が
下
請
け
業
務
で

は
な
く
、
Ｊ
Ｖ
等
の
在
り
方
含
め

参
画
出
来
る
状
況
で
の
入
札
・
契

約
業
務
を
行
う
こ
と
。

２　

ス
タ
ー
ツ
Ｃ
Ａ
Ｍ
株
式
会
社

と
の
仮
契
約
解
除
の
要
因
に
つ
い

て
、
よ
り
早
い
段
階
で
明
ら
か
に

し
、
予
算
の
正
当
性
を
明
確
に
す

る
こ
と
。

３　

上
記
課
題
に
つ
い
て
、
都
度

市
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
。

２～４面★一般質問
　　５面★第３回定例会 議案審議結果一覧表
　　　　★可決した主な議案の内容
６～７面★委員会の審査から　★令和６年度決算審査について
　　　　★第１７期町田市議会改革調査特別委員会調査結果報告
　　　　★常任委員会の活動状況　
　　８面★相模原市議会議員と議員交流会を開催しました
　　　　★意見書（要旨）　★会派の動き　★本会議の質疑から
　　　　★令和６年度政務活動費の収支報告について
　　　　★第８回高校生と町田市議会議員の意見交換会の
　　　　　開催について　★９月定例会の日程

主
な
内
容

　本定例会は、８月２７日から９月３０
日まで３５日間にわたり開催され、議
案４１件、請願６件を審議しました。
　審議の結果、市長提出議案３８件を
可決、承認、認定、同意しました。
　議員提出議案は２件を可決、１件
を否決しました。
　また、市民から提出された請願は
２件を採択、３件を不採択、１件を
継続審査としました。

１２
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ（
予
定
）

月
日

内　
　
容

１１
２８
㊎
本
会
議（
提
案
理
由
説
明
）

議
会
運
営
委
員
会

１２
１
㊊
議
案
説
明
会

全
員
協
議
会

３
㊌
本
会
議（
一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

４
㊍

本
会
議（
一
般
質
問
）

５
㊎
８
㊊
９
㊋

１０
㊌
本
会
議（
質
疑
）

議
会
運
営
委
員
会

１１
㊍
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

１２
㊎
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

１５
㊊
常
任
委
員
会
予
備
日

２３
㊋
本
会
議（
表
決
）

議
会
運
営
委
員
会

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。請
願
・
陳
情
の
受
付
締
切
は
、

１１
月
２８
日（
金
）午
後
５
時
で
す
。

※
受
付
締
切
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
９
月
補
正
予
算
額
（
第
２
号
、

及
び
第
３
号
合
算
）
は
１
３
６
億

４
０
４
５
万
１
千
円
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
額
の
う
ち
歳
入
は
、

地
方
交
付
税
…
１６
億
６
９
５
９
万

４
千
円
、
国
庫
支
出
金
…
１
８
３

１
万
８
千
円
、
都
支
出
金
…
３
１

０
万
６
千
円
、
繰
入
金
（
第
２
号

及
び
第
３
号
合
算
）
…
１０
億
３
７

５
３
万
１
千
円
、
繰
越
金
…
６６
億

７
５
７
８
万
５
千
円
、
諸
収
入
…

１２
億
１
２
４
８
万
円
、
市
債
（
第

２
号
及
び
第
３
号
合
算
）
…
２０
億

３
１
０
０
万
円
で
す
。
歳
出
の
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
　
務
　
費

　

財
政
管
理
費
の
財
政
事
務
費
…

７０
億
３
２
２
２
万
３
千
円
。

教
　
育
　
費

　

美
術
館
費
の
芹
ヶ
谷
公
園
〝
芸

術
の
杜
”
整
備
事
業
費
…
１９
億
３

８
７
４
万
円
。

令
和
７
年
度

９
月
補
正
予
算

（
第
２
号・第
３
号
合
算
）

の
あ
ら
ま
し

令和７年度（２０２５年度）９月補正　会計別予算構成表

９
月
補
正
予
算
を

９
月
補
正
予
算
を
可
決
可
決

令
和
６
年
度
決
算
を

令
和
６
年
度
決
算
を
認
定
認
定

　

第
２
表
債
務
負
担
行
為
、
芹
ヶ

谷
公
園
〝
芸
術
の
杜
”・（
仮
称
）

国
際
工
芸
美
術
館
整
備
事
業
及
び

予
算
書
第
１０
款
・
第
２
項
・
７
目

「
芹
ヶ
谷
公
園
〝
芸
術
の
杜
”
整

備
事
業
費
」
に
つ
い
て
は
、
昨
今

の
資
材
及
び
労
務
費
な
ど
の
高
騰

の
影
響
に
伴
い
、
２
０
２
３
年
度

以
来
、
当
初
予
定
で
あ
っ
た
整
備

工
事
費
２８
・
５
億
円
に
対
し
、
３

回
の
増
額
補
正
を
行
い
、
入
札
中

止
も
３
回
あ
り
な
が
ら
、
市
議
会

は
都
度
増
額
補
正
を
可
決
し
て
き

た
。
そ
の
後
、
昨
年
１２
月
議
会
に

お
い
て
、
よ
う
や
く
契
約
議
案
が

可
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
本
年
１

月
末
に
仮
契
約
を
締
結
し
て
い
た

事
業
者
よ
り
仮
契
約
解
除
の
申
し

出
が
あ
り
現
在
に
至
る
。
今
回
の

件
は
前
代
未
聞
の
事
態
で
あ
り
、

今
後
訴
訟
事
件
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
様
な
状
況
下
で

町
田
市
は
、
文
教
社
会
常
任
委
員

会
で
の
審
議
に
お
い
て
仮
契
約
解

除
の
要
因
に
つ
い
て
「
町
田
市
が

納
得
す
る
よ
う
な
説
明
は
な
か
っ

た
」
「
今
後
訴
訟
に
な
る
可
能
性

も
あ
り
、
答
弁
を
差
し
控
え
る
」

一
般
会
計
補
正
予
算 

可
決
す
る
も
附
帯
決
議

　

９
月
３０
日
開
催
の
本
会
議
で
、

第
６８
号
議
案
「
令
和
７
年
度
（
２

０
２
５
年
度
）
町
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）」
が
採
決

さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
と
な
り

ま
し
た
。

　

議
決
後
、
可
決
さ
れ
た
原
案
に

対
す
る
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
６８
号
議
案
に
対
す
る 

　
　
　
　
　
附
帯
決
議

（単位：千円）

区　　分 補正前の額 補正額 計構成比
（％）

構成比
（％）

一 般 会 計 196,096,840 58.8 12,647,814
（2号・3号合算） 208,744,654 60.1 

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険
事　業　会　計 40,057,055 12.0 373,085 40,430,140 11.7 
介 護 保 険
事　業　会　計 40,916,864 12.3 752,853 41,669,717 12.0 
後期高齢者医療
事 業 会 計 14,565,512 4.4 162,218 14,727,730 4.2 
鶴川駅南土地区画整理
事 業 会 計 2,237,422 0.7 50,148 2,287,570 0.7 
下水道事業会計 21,196,305 6.3 △ 353,667 20,842,638 6.0 

収 益 的 12,202,690 3.6 17,733 12,220,423 3.5 
資 本 的 8,993,615 2.7 △ 371,400 8,622,215 2.5 

病 院 事 業 会 計 18,529,290 5.5 8,000 18,537,290 5.3 
収 益 的 16,409,888 4.9 8,000 16,417,888 4.7 
資 本 的 2,119,402 0.6 0 2,119,402 0.6 

小　計 137,502,448 41.2 992,637 138,495,085 39.9 
合　　計 333,599,288 100.0 13,640,451 347,239,739 100.0 
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一般質問
　９月１日から５日の５日間にわたり、29
名の議員が市政を取り巻く諸問題につい
て、意見・提案を交えながら、市長などの
考えをただしました。質問、答弁の要旨は
次のとおりです。
※�議長と副議長は、町田市議会では一般質
問を行わないことになっています。

　各議員のタイトル下から
一般質問の録画映像にアク
セスできます。
※�動画の再生には別途通信料
がかかる場合があります。

町
田
市
デ
ジ
タ
ル�

化
総
合
戦
略
ほ
か

　
松
葉
ひ
ろ
み
（
公
明
党
）

　
問
→
「
町
田
市
デ
ジ
タ
ル
化
総

合
戦
略
２
０
２
５
」
の
改
定
ポ
イ

ン
ト
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
著
し
い
進
化
を

遂
げ
る
生
成
Ａ
Ｉ
を
い
ち
早
く
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
導
入
す
る
た
め
に
、

生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
を
戦
略
の
一

つ
と
し
て
位
置
づ
け
た
こ
と
で
す
。

　
問
→
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
上
で
、

郵
送
で
の
証
明
書
請
求
に
つ
い
て

も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入

を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
市
民
部
長
　
導
入
自
治
体
の
状

況
を
確
認
し
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
問
→
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

34
号
線
、
３
・
４
・
９
号
線
の
進

捗
状
況
は
。

　
道
路
部
長
　
３
・
４
・
９
号
は
、

24
年
４
月
に
事
業
認
可
を
取
得
し
、

６
月
に
用
地
説
明
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
現
在
は
用
地
取
得
を
進
め

て
い
ま
す
。
３
・
４
・
34
号
は
、

計
画
協
議
が
完
了
し
ま
し
た
。
事

業
認
可
の
申
請
中
で
、
間
も
な
く

認
可
取
得
が
で
き
る
予
定
で
す
。

安
心
の
未
就
園
児�

預
か
り
事
業
に

　
細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
→
本
格
実
施
さ
れ
る
「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
」
を
安
全
に

行
う
上
で
、
市
の
役
割
を
問
う
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
安
全
に
事

業
を
行
え
る
よ
う
基
準
な
ど
を
整

備
し
て
実
施
し
て
お
り
、
町
田
市

乳
児
等
通
園
事
業
の
設
備
及
び
運

営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
を
制
定

し
、
認
可
を
し
て
い
ま
す
。

　
問
→
国
民
健
康
保
険
税
の
値
上

げ
を
中
止
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
制
度
を

安
定
的
、
持
続
的
に
運
営
す
る
た

め
、
町
田
市
国
民
健
康
保
険
事
業

財
政
改
革
計
画
に
基
づ
い
た
適
正

な
保
険
税
率
を
設
定
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
→
統
廃
合
で
大
規
模
化
し
た

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
ト
イ
レ
や
手

洗
い
場
を
増
設
す
べ
き
だ
が
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
数
が
少
な

く
、
児
童
に
不
都
合
が
生
じ
て
い

る
と
い
っ
た
報
告
は
受
け
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
ト
イ
レ
や
手
洗
い

場
の
増
設
は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

災
害
避
難
施
設
に�

ス
フ
ィ
ア
基
準
を

　
佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
→
被
災
者
の
権
利
を
保
障
す

る
ス
フ
ィ
ア
基
準
に
沿
っ
た
避
難

施
設
開
設
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
防
災
安
全
部
長
　
ト
イ
レ
は
、

基
準
に
沿
っ
て
確
保
し
、
協
定
を

締
結
し
た
事
業
者
か
ら
炊
き
出
し
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
製
ベ
ッ
ド
の
供
給
を

受
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
→
町
田
市
民
病
院
の
地
域
周

産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
役
割

と
近
隣
産
婦
人
科
と
の
連
携
体
制

を
問
う
。

　
市
民
病
院
事
務
部
長
　
ハ
イ
リ

ス
ク
出
産
の
母
子
に
専
門
的
な
医

療
を
提
供
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
連
携
を
円
滑
に
行
う
た
め
、

市
内
産
科
医
や
小
児
科
医
が
参
加

す
る
連
携
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
問
→
夏
季
休
業
中
の
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
へ
の
昼
食
提
供
モ
デ
ル
事

業
の
実
施
状
況
を
問
う
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
７
ク
ラ
ブ

合
わ
せ
３
１
５
４
食
注
文
が
あ
り
、

各
ク
ラ
ブ
に
配
膳
員
を
配
置
し
、

配
膳
や
片
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る

町
田
を
目
指
し
て

　
熊
沢
あ
や
り
（
諸
派
）

　
問
→
（
仮
称
）
金
井
・
薬
師
子

ど
も
ク
ラ
ブ
の
進
捗
状
況
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
25
年
８
月

に
基
本
・
実
施
設
計
業
務
委
託
契

約
の
事
業
者
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

て
選
定
し
ま
し
た
。
27
年
１
月
ま

で
に
基
本
・
実
施
設
計
を
完
了
し
、

27
年
度
中
に
工
事
着
工
で
き
る
よ

う
、
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
夏
休
み
中
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
が
体
験
で
き
る
環
境
を
整
え

た
ら
ど
う
か
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　

（
仮
称
）
公
園
案
内
棟
／
喫
茶
／

版
画
工
房
／
ア
ー
ト
体
験
棟
の
整

備
に
よ
っ
て
、
制
作
の
体
験
が
で

き
る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　
問
→
藤
の
台
小
維
持
の
た
め
、

金
井
二
丁
目
を
学
区
変
更
す
る
の

で
は
な
く
、
金
井
小
学
校
の
建
て

替
え
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
藤
の
台
小
と

金
井
小
の
適
正
規
模
を
維
持
す
る

た
め
、
28
年
度
学
区
変
更
し
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
ま�

ち
づ
く
り
そ
の
35

　
三
遊
亭
ら
ん
丈（
自
由
民
主
党
）

　
問
→
森
野
住
宅
周
辺
地
区
の
土

地
利
用
計
画
に
お
い
て
、
音
楽
・

演
劇
ホ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
整
備

す
る
の
か
。

　
櫻
井
副
市
長
　
駅
に
近
い
東
側

エ
リ
ア
へ
整
備
を
目
指
す
ホ
ー
ル

な
ど
に
つ
い
て
、
地
権
者
の
皆
様

に
説
明
し
、
協
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
取
り

ま
と
め
広
く
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

ま
ち
だ
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の

取
組
は
。

　
環
境
資
源
部
長
　
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
の
30
年
度
ま
で
の
削
減

目
標
を
13
年
度
比
約
33
％
削
減
か

ら
51
％
削
減
へ
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　
問
→
高
齢
者
見
守
り
事
業
の
う

ち
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
よ
る
事
業
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
金
を
12
か
月

間
支
援
す
る
も
の
で
、
25
年
４
月

か
ら
、
対
象
を
65
歳
以
上
の
独
り

暮
ら
し
の
方
に
変
更
し
ま
し
た
。

市
民
病
院
／
バ
ス�

セ
ン
タ
ー
／
デ
フ

　
藤
田
　
学
（
自
由
民
主
党
）

　
問
→
市
民
病
院
の
現
状
と
課
題

へ
の
対
応
は
。

　
病
院
事
業
管
理
者
　
24
年
度
は

物
価
高
騰
に
伴
う
薬
品
費
や
診
療

材
料
費
増
な
ど
に
よ
り
、
純
損
失

は
前
年
度
と
比
べ
増
加
し
ま
し
た
。

国
や
都
へ
の
要
望
に
加
え
て
、
救

急
患
者
の
受
入
れ
強
化
や
地
域
医

療
機
関
へ
の
訪
問
強
化
を
図
る
な

ど
、
収
支
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
問
→
現
在
の
バ
ス
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
課
題
認
識
と
新
し
い
整
備

の
方
向
性
は
。

　
櫻
井
副
市
長
　
バ
ス
を
待
つ
空

間
が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
と
認
識

し
て
お
り
、
適
正
規
模
の
バ
ス
セ

ン
タ
ー
を
整
備
し
、
乗
降
場
を
集

約
す
る
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問
→
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ

シ
ー
と
（
仮
称
）
町
田
市
手
話
言

語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
榎
本
副
市
長
　
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
聴
覚
障
が
い
に
対
す
る
関
心

を
高
め
、
条
例
の
検
討
を
進
め
る

上
で
よ
い
機
会
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
若
林
章
喜（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
→
次
期
市
長
選
挙
が
半
年
後

に
迫
っ
て
い
る
。
石
阪
市
長
は
、

引
き
続
き
こ
の
街
の
未
来
を
牽
引

す
る
意
向
は
あ
る
か
。

　
市
長
　
私
と
し
て
は
、
今
議
会

中
に
決
断
を
し
た
い
と
い
う
ふ
う

に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
問
→
市
長
20
年
の
経
験
の
中
で
、

政
治
家
と
し
て
、
市
民
の
信
任
を

得
て
、
組
織
を
動
か
す
た
め
に
重

要
と
考
え
る
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
や

姿
勢
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
か
。

　
市
長
　
命
令
す
る
と
か
、
指
示

を
す
る
と
か
は
極
力
避
け
る
、
こ

れ
が
リ
ー
ダ
ー
の
第
一
原
則
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
職
員
に
つ
い
て

は
ほ
か
の
自
治
体
に
人
材
が
取
ら

れ
る
と
い
う
か
、
そ
れ
く
ら
い
の

職
員
を
育
て
る
と
い
う
の
は
、
リ

ー
ダ
ー
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

ほ
か
の
市
役
所
に
転
出
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と

く
ら
い
に
考
え
な
い
と
い
け
な
い

か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

石
阪
市
長
の
進
退�

に
つ
い
て
問
う
！

選
挙
で
の
不
正
／�

学
校
Ｐ
Ｃ
の
課
題

　
矢
口
ま
ゆ
（
諸
派
）

　
問
→
選
挙
ポ
ス
タ
ー
の
公
費
負

担
制
度
で
は
不
正
も
し
く
は
不
正

に
近
い
行
為
が
あ
る
と
報
道
さ
れ

て
い
る
。
不
正
防
止
の
た
め
費
用

の
内
訳
記
入
欄
を
設
け
て
は
。

　
選
挙
管
理
委
員
長
　
都
の
様
式

を
参
考
に
定
め
て
お
り
、
欄
を
設

け
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
問
→
学
校
の
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
の
修

理
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
声
が

多
い
。
こ
の
原
因
の
追
求
は
。

　
指
導
室
長
　
多
く
は
メ
ー
カ
ー

修
理
に
出
す
自
治
体
の
時
期
が
重

な
り
、
修
理
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

　
問
→
キ
ュ
ビ
ナ
で
の
宿
題
に
は

多
く
の
意
見
。
解
決
策
は
。

　
指
導
室
長
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
格
安
に
利
用
い
た
だ
け
る
プ
ラ

ン
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
家
庭
で
使
用
し
な
い
学
用
品

等
は
持
ち
帰
ら
な
い
な
ど
の
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。
25
年
12
月
に

軽
い
端
末
に
替
わ
る
た
め
、
対
応

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
田
市
の
未
来
／�

公
共
事
業
の
課
題

　
森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
→
物
価
の
急
騰
、
金
利
の
上

昇
、
社
会
変
化
の
大
き
さ
は
予
想

を
上
回
る
。
２
０
２
６
年
度
に
向

け
、
市
政
運
営
の
考
え
方
が
示
さ

れ
た
。
ど
う
か
じ
取
り
を
行
う
か
。

　
市
長
　
選
ば
れ
続
け
る
「
な
ん

だ
か
ん
だ
言
っ
て
も
、
町
田
が
一

番
。」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
町
を

つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
時
代
認

識
、
市
民
目
線
を
持
ち
な
が
ら
取

組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問
→
更
に
、
予
算
編
成
方
針
も

示
さ
れ
た
。
市
長
の
意
気
込
み
は
。

　
市
長
　
危
機
的
状
況
を
５
年
先
、

10
年
先
も
選
ば
れ
る
町
田
と
な
る

た
め
の
進
化
の
機
会
と
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
問
→
入
札
不
調
が
非
常
に
多
い
。

年
度
を
ま
た
ぎ
、
早
め
に
施
工
業

者
と
契
約
で
き
る
手
法
の
検
討
を
。

　
営
繕
担
当
部
長
　
工
期
が
数
年

に
わ
た
る
も
の
は
、
ど
の
よ
う
な

発
注
方
式
が
最
も
効
果
的
な
も
の

か
、
他
自
治
体
の
導
入
事
例
も
踏

ま
え
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

上
小
山
田
資
源
化�

施
設
／
自
転
車

　
小
野
寺
ま
な
ぶ
（
公
明
党
）

　
問
→
資
源
化
施
設
と
周
辺
地
域

の
一
体
的
な
整
備
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

　
循
環
型
施
設
担
当
部
長
　
基
本

構
想
で
は
、
体
験
学
習
や
山
林
の

役
割
を
学
ぶ
機
会
の
提
供
が
掲
げ

ら
れ
、
資
源
化
施
設
の
会
議
室
な

ど
が
活
用
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
上
小
山
田
地
区
に
整
備
す
る

資
源
化
施
設
は
、
地
域
で
一
体
的

に
活
用
で
き
る
役
割
な
ど
庁
内
で

連
携
を
図
り
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
26
年
４
月
１
日
か
ら
自
転

車
の
違
反
に
も
青
切
符
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
改
め
て
交
通

ル
ー
ル
の
周
知
や
自
転
車
通
行
空

間
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
取
組
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
交
通
反
則
通

告
制
度
も
、
引
き
続
き
、
警
察
と

と
も
に
啓
発
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
道
路
部
長
　
町
田
市
自
転
車
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
で
は
、
24
年
度

か
ら
10
年
間
で
優
先
整
備
区
間
を

位
置
づ
け
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
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子
育
て
世
帯
の
声 

を
市
政
に
つ
な
ぐ

　
渡
辺
さ
と
し（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
→
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た

保
育
士
人
材
確
保
の
た
め
の
市
の

新
た
な
取
組
は
な
に
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
26
年
４
月

入
所
か
ら
市
外
在
住
の
保
育
士
等

へ
の
優
先
的
な
取
扱
い
を
開
始
し

ま
す
。
保
育
所
等
へ
の
入
所
選
考

に
当
た
り
、
市
内
で
勤
務
す
る
保

育
士
等
に
限
り
、
市
内
在
住
者
と

同
等
に
取
り
扱
う
も
の
で
す
。

　
問
→
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
保
育
認
定
型
定
期
利
用

保
育
の
利
用
料
を
見
直
せ
な
い
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
保
護
者
の

負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、
既
に
見

直
し
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問
→
保
育
園
等
施
設
が
行
う
園

児
の
園
外
活
動
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
設
定

を
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
教
育
・
保

育
施
設
事
業
者
か
ら
相
談
等
が
あ

っ
た
際
に
は
、
周
辺
住
民
の
方
の

声
も
聞
き
な
が
ら
、
対
応
策
の
一

つ
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

工
芸
美
術
館
へ
の 

寄
付
金
額
の
総
額

　
吉
田
つ
と
む
（
無
所
属
）

　
問
→
寄
贈
さ
れ
収
蔵
す
る
セ
ー

ヴ
ル
磁
器
は
王
家
の
使
用
事
例
か
、

王
家
の
保
証
書
類
は
あ
る
の
か
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
皿

と
か
コ
ッ
プ
の
裏
に
時
代
ご
と
の

印
字
が
あ
り
、
そ
れ
を
も
っ
て
い

つ
の
時
代
に
で
き
て
い
る
か
が
証

明
さ
れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
→
町
田
市
の
（
仮
称
）
国
際

工
芸
美
術
館
建
設
へ
の
寄
付
金
額

は
、
建
設
費
相
当
の
数
十
億
か
、

数
億
か
、
数
千
万
ほ
ど
か
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
具

体
的
な
金
額
等
に
つ
い
て
は
持
ち

合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
が
、
数
百
万

円
の
範
囲
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　
問
→
学
校
給
食
費
無
償
化
は
、

都
負
担
が
な
く
て
も
継
続
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
財
政
的
な
補

助
、
補
塡
、
そ
う
い
う
も
の
に
関

係
な
く
居
住
す
る
自
治
体
に
よ
っ

て
格
差
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
国
や
東
京
都
に
対
し
て
継
続

し
た
要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。

飼
い
犬
対
策
／
学 

校
統
合
の
見
直
し

　
松
岡
み
ゆ
き
（
無
所
属
）

　
問
→
犬
の
防
災
訓
練
を
す
べ
き
。

災
害
時
、
避
難
所
の
テ
ン
ト
に
ペ

ッ
ト
の
同
行
避
難
は
で
き
る
か
。

　
防
災
安
全
部
長
　
ケ
ー
ジ
を
使

用
し
た
同
行
避
難
訓
練
を
予
定
し
、

テ
ン
ト
持
参
の
避
難
も
可
能
で
す
。

　
問
→
市
民
ホ
ー
ル
が
老
朽
化
し

建
て
替
え
を
検
討
す
べ
き
だ
が
、

町
田
駅
周
辺
開
発
推
進
計
画
と
の

関
連
で
、
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

　
中
心
市
街
地
・
モ
ノ
レ
ー
ル
推

進
担
当
部
長
　
計
画
で
は
集
客
装

置
と
し
て
ホ
ー
ル
の
整
備
を
目
指

し
て
お
り
、
市
民
ホ
ー
ル
の
建
て

替
え
と
の
関
係
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
改

修
を
行
っ
て
お
り
、
現
時
点
で
建

て
替
え
は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
問
→
町
田
の
ほ
か
多
摩
26
市
中

４
市
が
学
校
統
合
予
定
だ
が
慎
重

だ
。
市
は
拙
速
過
ぎ
で
見
直
し
を
。

　
学
校
教
育
部
長
　
全
国
的
な
課

題
に
真
っ
先
に
向
き
合
い
、
先
を

見
据
え
て
、
全
市
的
な
規
模
で
計

画
的
に
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

通
学
負
担
の
軽
減 

／
公
共
交
通
充
実

　
お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問
→
統
合
校
の
通
学
負
担
と
し

て
、
通
学
手
段
や
安
全
確
保
等
の

検
討
を
行
う
体
制
が
必
要
だ
が
。

　
榎
本
副
市
長
　
庁
内
で
横
断
的

に
検
討
を
行
う
た
め
、
都
市
づ
く

り
部
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
検
討

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
→
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
、

通
学
時
間
外
は
地
域
で
二
次
活
用

す
る
よ
う
な
合
理
的
な
ス
キ
ー
ム

が
必
要
だ
が
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
運
行
形
態
、

公
共
交
通
の
状
況
、
地
域
ニ
ー
ズ
、

経
済
性
な
ど
踏
ま
え
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
→
支
え
合
い
交
通
等
小
さ
な

交
通
と
共
に
市
内
を
つ
な
ぐ
バ
ス

に
よ
る
幹
線
づ
く
り
が
必
要
だ
が
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
基
幹
路
線

は
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持

し
、
支
線
の
路
線
は
様
々
な
移
動

手
段
を
用
い
て
サ
ー
ビ
ス
水
準
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
公
共
交
通

の
在
り
方
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ 

ア
ス
タ
ジ
ア
ム
他

　
秋
田
し
づ
か
（
諸
派
）

　
問
→
町
田
駅
に
限
ら
ず
、
市
内

駅
徒
歩
圏
内
で
の
ス
タ
ジ
ア
ム
新

設
に
つ
い
て
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

調
査
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
新

た
な
ス
タ
ジ
ア
ム
を
整
備
す
る
構

想
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
調
査
も

必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
→
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
増
便
や

行
き
先
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
市

が
運
行
し
て
い
る
バ
ス
を
含
め
26

年
度
以
降
は
全
て
の
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
の
運
行
を
Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア

が
行
う
予
定
で
す
。
増
便
や
行
き

先
は
、
Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
が
検

討
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問
→
立
体
駐
車
場
に
す
る
等
、

ス
タ
ジ
ア
ム
の
駐
車
場
を
増
設
し

て
は
ど
う
か
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
市

で
は
、
公
共
交
通
機
関
や
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
で
の
来
場
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
駐
車
場
整

備
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

学
童
ク
ラ
ブ
の
夏 

休
み
の
昼
食
提
供

　
い
わ
せ
和
子（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
→
鶴
川
エ
リ
ア
の
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
の
昼
食
提
供
の
本
格
化
、

他
地
域
で
も
取
組
を
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
給
食
セ
ン

タ
ー
の
事
業
者
や
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
の
運
営
事
業
者
と
共
に
検
証
を

行
い
ま
す
。
検
証
結
果
や
、
保
護

者
や
児
童
に
実
施
し
た
ウ
ェ
ブ
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
基
に
、
鶴
川

エ
リ
ア
で
の
昼
食
提
供
の
本
格
実

施
や
、
他
地
域
の
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
で
も
昼
食
提
供
が
可
能
に
な
る

よ
う
、
各
エ
リ
ア
の
給
食
セ
ン
タ

ー
の
事
業
者
や
学
校
給
食
の
所
管

課
と
話
合
い
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
横
断
歩
道
橋
に
対
す
る
市

の
考
え
方
は
。

　
道
路
部
長
　
効
率
的
、
効
果
的

な
維
持
管
理
の
実
現
を
目
指
し
て
、

23
年
３
月
に
町
田
市
横
断
歩
道
橋

長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
本
計
画
の
基
本
方
針
と
し

て
は
、
新
技
術
等
の
活
用
や
、
必

要
性
の
な
く
な
っ
た
施
設
の
集
約

化
、
撤
去
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
安
心
し 

て
暮
ら
せ
る
町
田

　
佐
藤
和
彦（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
→
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
て
行
っ
た
、
認
知
症
の
人
の
家

族
介
護
者
支
援
の
取
組
内
容
は
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
皆
様
の

困
り
事
の
声
ご
と
に
分
か
り
や
す

く
ま
と
め
た
「
認
知
症
の
人
を
介

護
す
る
皆
様
へ
」
と
い
う
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
→
認
知
症
支
援
は
、
地
域
を

巻
き
込
み
社
会
全
体
で
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
が
、
市
の
認
識
は
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
今
後
は
、

ア
イ
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン

を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
と
と

も
に
実
行
す
る
な
ど
、
認
知
症
と

と
も
に
生
き
る
ま
ち
の
実
現
に
向

け
た
取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
介
護
人
材
確
保
の
た
め
に
、

介
護
職
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
取
組
内
容
は
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
ゼ
ル
ビ

ア
と
介
護
事
業
所
職
員
の
座
談
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
ス
タ
ジ
ア
ム

で
放
映
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
予
定
で
す
。

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ 

ン
策
定
は
必
須
！

　
今
村
る
か（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
→
未
来
の
町
田
に
小
田
急
線
、

横
浜
線
の
複
々
線
・
連
続
立
体
交

差
事
業
延
伸
は
、
多
摩
モ
ノ
レ
ー

ル
と
共
に
必
要
。
市
の
取
組
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
相
原
町
の

大
戸
踏
切
は
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
で

横
浜
線
を
く
ぐ
る
事
業
が
進
行
中

で
す
。
そ
の
ほ
か
の
踏
切
は
現
時

点
で
立
体
化
の
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
森
野
住
宅
周
辺
地
区
の
再
開

発
事
業
を
実
施
す
る
際
に
、
横
浜

線
を
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
で
通
る
ア
ク

セ
ス
道
路
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
問
→
新
宿
西
口
開
発
の
次
は
町

田
駅
。
駅
周
辺
開
発
に
２
千
人
ホ

ー
ル
で
は
規
模
が
小
さ
い
。
プ
ロ

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
を
有
す
る
町
田
を

標
榜
す
る
取
組
は
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
ス

タ
ジ
ア
ム
の
役
割
や
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
チ
ー
ム
の
力
を
最
大
限
に
生
か

し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

地
域
魅
力
づ
く
り
を
市
民
と
日
常

的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
田
市
民
病
院
に 

救
急
科
の
設
置
を

　
お
ぜ
き
重
太
郎
（
諸
派
）

　
問
→
24
年
度
の
救
急
車
に
よ
る

受
入
れ
患
者
数
が
前
年
度
を
下
回

っ
た
の
は
、
な
ぜ
で
す
か
。

　
市
民
病
院
事
務
部
長
　
救
急
隊

か
ら
の
要
請
件
数
が
23
年
度
と
比

較
し
て
減
少
し
た
こ
と
、
ま
た
、

24
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
医
師

の
働
き
方
改
革
も
、
減
少
に
影
響

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
→
次
期
「
町
田
市
民
病
院
中

期
経
営
計
画
」
に
救
急
応
需
率
の

目
標
値
を
設
定
し
、
受
入
れ
向
上

を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

　
市
民
病
院
事
務
部
長
　
策
定
に

当
た
り
救
急
医
療
の
充
実
に
取
り

組
む
計
画
の
内
容
に
適
し
た
指
標

及
び
目
標
値
の
設
定
に
つ
い
て
具

体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
救
急
車
に
よ
る
患
者
受
入

れ
医
療
に
特
化
し
た
救
急
科
の
設

置
を
検
討
し
ま
せ
ん
か
。

　
市
民
病
院
事
務
部
長
　
設
置
し

た
場
合
の
医
療
体
制
や
患
者
受
入

れ
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
、
今

後
、
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

よ
り
よ
い
中
学
校 

給
食
／
宿
泊
行
事

　
田
中
美
穂
（
日
本
共
産
党
）

　
問
→
「
給
食
時
間
が
短
い
」
と

い
う
中
学
生
の
声
に
応
え
て
改
善

を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
南
エ
リ
ア
中

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
開
始
し
た

時
点
で
全
中
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
っ
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
問
→
給
食
セ
ン
タ
ー
の
栄
養
士

が
学
校
と
連
携
し
食
育
の
取
組
を
。

　
学
校
教
育
部
長
　
給
食
の
時
間

に
栄
養
士
が
な
る
べ
く
た
く
さ
ん

教
室
に
伺
っ
て
、
そ
の
日
の
献
立

な
ど
に
つ
い
て
話
す
こ
と
で
食
育

も
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問
→
25
年
度
か
ら
小
６
と
中
３

の
宿
泊
行
事
の
市
の
補
助
が
減
額

に
な
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
拡
充
を
。

　
学
校
教
育
部
長
　
小
６
は
バ
ス

１
台
当
た
り
12
万
円
を
８
万
円
へ
、

中
３
は
生
徒
１
人
当
た
り
１
万
１

０
０
０
円
を
７
５
０
０
円
へ
減
額

し
て
い
ま
す
。
多
摩
26
市
、
他
市

の
補
助
額
と
比
較
を
行
い
、
補
助

金
の
適
正
化
を
図
っ
た
も
の
で
す
。
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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
中
川
幸
太
郎
（
諸
派
）

　
問
→
町
田
市
の
部
活
動
の
地
域

移
行
の
現
状
は
。

　
指
導
室
長
　
２４
年
度
は
、
部
活

地
域
連
携
検
討
委
員
会
を
５
回
実

施
し
、
地
域
連
携
、
地
域
移
行
に

向
け
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２５

年
度
は
４
回
実
施
し
、
学
校
や
地

域
の
実
情
に
応
じ
、
地
域
連
携
の

試
行
と
検
証
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
新
た
な
学
校
づ
く
り
に
お

い
て
地
域
の
活
動
拠
点
と
す
る
こ

と
と
部
活
動
の
地
域
移
行
の
今
後

多
文
化
共
生
推
進 

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の
視
点

戦
後
８０
年
、
戦
争 

と
平
和
を
問
う

相
原
／
要
配
慮
者 

／
ペ
ッ
ト
避
難
所

市
長
の
今
期
４
年 

の
総
括
に
つ
い
て

今
後
の
部
活
動
は 

地
域
で
支
え
る
！

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
／
除
草

町

田

駅

前

の 

再
開
発
に
つ
い
て

養
育
費
確
保
支
援 

／
学
校
統
廃
合

下
水
道
事
業
・
堺 

地
域
の
道
路
整
備

　
笹
倉
み
ど
り（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
→
子
ど
も
た
ち
が
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
、
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
に
さ

ら
さ
れ
な
い
社
会
で
あ
る
た
め
に
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
今

後
も
、
一
人
一
人
の
個
性
を
尊
重

し
、
お
互
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
、

誰
も
が
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
地
域
社
会
の
構
築
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
問
→
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
等
の
ト

イ
レ
に
生
理
用
品
提
供
の
周
知
を
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
セ
ン
タ
ー

　
殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　
問
→
「
戦
後
８０
年
」
「
被
爆
８０

年
」
を
迎
え
、
戦
争
と
平
和
に
つ

い
て
市
長
の
認
識
を
問
う
。

　
政
策
経
営
部
長
　
戦
争
の
悲
惨

さ
を
語
り
継
ぎ
、
失
わ
れ
た
命
の

貴
さ
、
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
く
こ
と
が
、
非
核
平
和
都
市
と

し
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
問
→
本
町
田
ひ
な
た
小
前
の
歩

道
の
街
路
樹
が
全
て
伐
採
さ
れ
た
。

日
陰
の
設
備
や
冷
風
機
設
置
な
ど

　
戸
塚
正
人（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
→
市
長
の
今
期
４
年
の
総
括

は
ど
う
か
。

　

市
長　
市
民
の
皆
さ
ん
と
つ
く

り
上
げ
た
ま
ち
だ
未
来
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
４
０
で
掲
げ
る
「
な

ん
だ　

か
ん
だ　

ま
ち
だ
」、
の

実
現
を
目
指
し
て
、
今
後
も
様
々

な
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問
→
学
校
再
編
や
町
田
駅
周
辺

再
整
備
に
つ
い
て
、
市
・
市
民
・

関
係
者
に
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確

に
し
、
共
に
進
め
る
べ
き
と
考
え

　
加
藤
真
彦
（
自
由
民
主
党
）

　
問
→
次
期
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
基
本
計
画
の
方
向
性
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
次
期
ま
ち
だ
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画

は
、
市
内
外
か
ら
選
ば
れ
続
け
る

ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
全
庁
を

挙
げ
て
取
り
組
む
よ
り
実
効
性
の

高
い
計
画
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
町
田
市
に
住
ん
で
も
ら
う

た
め
に
、
ど
ん
な
生
活
が
で
き
る

か
を
若
者
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
記

事
を
取
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
が

　
白
川
哲
也（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
→
森
野
地
区
で
検
討
さ
れ
て

い
る
公
設
の
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
は
、

市
民
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
着
座
で
ク

ラ
シ
ッ
ク
な
公
共
ホ
ー
ル
で
は
な

く
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
可
能
で

民
間
が
整
備
・
運
営
し
て
い
る
Ｚ

ｅ
ｐ
ｐ
や
豊
洲
Ｐ
Ｉ
Ｔ
の
よ
う
な

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
バ
ン
ド
、
ア
イ

ド
ル
が
ラ
イ
ブ
で
き
る
ホ
ー
ル
が

よ
い
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

　
中
心
市
街
地
・
モ
ノ
レ
ー
ル
推

進
担
当
部
長
　
駅
周
辺
の
中
心
市

　
新
井
よ
し
な
お
（
無
所
属
）

　
問
→
令
和
２
年
９
月
議
会
で
養

育
費
確
保
支
援
事
業
導
入
を
提
案

し
た
が
、
結
果
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
２３
年
４
月

か
ら
実
施
し
、
公
証
人
へ
の
手
数

料
な
ど
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
養
育
費
等
に
関
す
る
法
律
相

談
も
受
け
て
い
ま
す
。
補
助
金
を

２４
年
度
１３
件
交
付
し
、
法
律
相
談

は
２４
年
度
３３
件
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
問
→
学
校
統
廃
合
で
市
民
か
ら

市
議
会
、
教
育
委
員
会
へ
出
さ
れ

　
佐
藤
伸
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問
→
町
田
市
下
水
道
事
業
審
議

会
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　
櫻
井
副
市
長
　
９
月
か
ら
年
明

け
１
月
に
か
け
て
審
議
会
を
合
計

３
回
開
催
し
、
事
業
計
画
、
投
資

・
財
政
計
画
案
、
下
水
道
使
用
の

在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
審
議
予
定

で
す
。
そ
の
後
、
審
議
会
か
ら
答

申
を
受
け
、
持
続
的
か
つ
安
定
的

な
下
水
道
事
業
を
実
現
す
る
た
め
、

町
田
市
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
の

改
定
を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

を
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
の
意
見

を
参
考
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
学
校
で
の
性
教
育
に
お
け

る
外
部
講
師
の
活
用
状
況
は
。

　
指
導
室
長
　
２４
年
度
は
市
立
中

学
校
１１
校
が
、
性
教
育
や
「
生
命

（
い
の
ち
）
の
安
全
教
育
」
に
お

い
て
、
助
産
師
、
看
護
師
等
の
外

部
講
師
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
活

用
に
よ
り
専
門
的
で
正
確
な
知
識

を
習
得
し
、
理
解
が
深
ま
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
た
め
、
今
後
も
積

極
的
な
活
用
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

通
学
児
童
の
暑
さ
対
策
を
問
う
。

　
学
校
教
育
部
長
　
引
き
続
き
、

小
ま
め
な
水
分
補
給
や
休
憩
を
取

る
こ
と
、
帽
子
や
日
傘
の
活
用
な

ど
を
児
童
に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
Ｄ
地
区
の
再
開
発
事
業
で
、

保
留
床
の
マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
高
騰

に
よ
る
新
公
社
家
賃
へ
の
影
響
は
。

　
中
心
市
街
地
・
モ
ノ
レ
ー
ル
推

進
担
当
部
長
　
Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
が
減

額
制
度
な
ど
に
よ
っ
て
、
戻
り
入

居
が
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い

く
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

る
が
ど
う
か
。

　
市
長
　
市
民
、
企
業
の
こ
の
町

に
対
す
る
愛
着
の
強
さ
は
非
常
に

感
じ
て
お
り
ま
す
。
４０
年
、
あ
る

い
は
４５
年
に
設
定
す
べ
き
ビ
ジ
ョ

ン
が
も
う
少
し
必
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
問
→
今
後
は
さ
ら
な
る
バ
ッ
ク

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
型
の
財
政
投
資

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
市
長
　
基
本
計
画
に
限
ら
ず
、

様
々
な
事
業
の
取
組
に
つ
い
て
も

重
要
な
視
点
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

の
関
わ
り
方
は
。

　
教
育
長
　
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ

ー
ツ
、
文
化
活
動
に
親
し
む
こ
と

で
地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
持
て

る
場
と
な
る
よ
う
に
、
部
活
動
の

地
域
移
行
を
含
め
地
域
活
用
型
学

校
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
問
→
町
田
市
の
部
活
動
モ
デ
ル

校
の
取
組
は
。

　
指
導
室
長
　
２５
年
度
に
市
立
中

学
校
２
校
を
モ
デ
ル
校
に
指
定
し
、

教
職
員
以
外
の
指
導
者
を
確
保
し
、

部
活
動
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

ど
う
か
。

　
広
報
担
当
部
長
　
そ
れ
ぞ
れ
ど

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
も

生
き
生
き
と
町
田
で
暮
ら
し
て
い

く
様
子
を
、
魅
力
あ
る
施
策
や
地

域
資
源
を
絡
め
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

よ
う
、
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
今
後
の
除
草
対
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
道
路
部
長
　
除
草
剤
に
加
え
、

熱
湯
を
利
用
し
た
除
草
な
ど
、
新

技
術
も
含
め
幅
広
く
対
策
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

街
地
を
輝
か
せ
て
い
く
た
め
の
集

客
装
置
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
有

名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
興
行
を

誘
致
し
、
集
客
性
と
経
済
効
果
を

重
視
し
た
施
設
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
整
備
手
法
と

し
て
は
、
ホ
ー
ル
も
含
め
た
施
設

設
備
や
道
路
等
の
整
備
を
進
め
、

ホ
ー
ル
は
市
が
取
得
す
る
こ
と
も

想
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
ホ

ー
ル
の
運
営
は
、
民
間
の
力
を
活

用
し
た
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
手

法
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

た
請
願
へ
の
対
応
状
況
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
市
議
会
に
提

出
さ
れ
た
２９
件
全
て
、
教
育
委
員

会
に
提
出
さ
れ
た
２７
件
全
て
に
つ

い
て
、
願
意
に
沿
う
こ
と
は
で
き

な
い
と
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

　
問
→
本
町
田
ひ
な
た
小
、
成
瀬

小
統
合
分
で
あ
る
１９
億
８
千
万
円

の
国
庫
補
助
金
が
出
る
確
約
は
あ

る
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
申
請
後
に
決

定
さ
れ
る
た
め
、
現
時
点
で
確
約

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問
→
堺
地
域
相
原
、
小
山
地
区

の
道
路
整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
問
う
。

　
道
路
部
長
　
都
市
計
画
道
路
３

・
４
・
４１
号
と
３
・
４
・
６
号
は

２５
年
９
月
に
開
通
式
が
行
わ
れ
ま

す
。
町
田
都
市
計
画
道
路
３
・
４

・
４９
号
は
２６
年
度
か
ら
橋
梁
工
事

に
着
手
し
、
３０
年
度
の
開
通
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
相
原
駅
東
口
ア

ク
セ
ス
路
整
備
事
業
は
用
地
取
得

が
２５
年
８
月
時
点
で
７５
％
で
、
工

事
は
２４
年
度
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
小
野
り
ゅ
う
じ（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
→
道
路
開
通
に
先
立
ち
、
相

原
駅
と
相
模
原
協
同
病
院
を
結
ぶ

バ
ス
導
入
に
つ
い
て
検
討
可
能
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
相
模
原
市

を
は
じ
め
様
々
な
主
体
と
の
連
携

を
想
定
し
、
相
原
駅
と
相
模
原
協

同
病
院
を
結
ぶ
路
線
の
ア
ク
セ
ス

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
福
祉
避
難
所
で
要
配
慮
者

の
受
入
れ
が
困
難
な
場
合
、
ど
の

よ
う
な
対
応
に
な
る
の
か
。

　
防
災
安
全
部
長
　
市
内
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
へ
の
緊
急
入

所
の
周
知
や
市
内
の
病
院
等
へ
の

特
別
受
入
れ
の
要
請
な
ど
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
問
→
ペ
ッ
ト
の
滞
在
ス
ペ
ー
ス

に
つ
い
て
、
各
避
難
施
設
が
作
成

す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
に
向

け
た
働
き
か
け
は
可
能
か
。

　
防
災
安
全
部
長
　
ペ
ッ
ト
の
滞

在
ス
ペ
ー
ス
に
関
す
る
考
え
方
を
、

連
絡
会
や
避
難
施
設
開
設
訓
練
に

お
い
て
周
知
す
る
こ
と
で
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
見
直
し
に
つ
な
げ
た
い
。

まちだ未来づくりビジョン２０４０
キャッチコピー

用語の解説 本文中の青文字の解説です

◎スフィア基準� 【２面】
　人道憲章と人道対応に関する最低基準のこと。避
難所の居住空間の確保といった生命を守る権利を反
映した最低限の条件が指標化され、自然災害の避難
者支援にも活用されている。
◎サウンディング� 【３面】
　事業発案段階や事業化検討段階において、事業内
容や事業スキーム等に関して、直接の対話により民
間事業者の意見や新たな事業提案の把握等を行うこ
と。
◎ ＳＲＨＲ� 【４面】
　Ｓｅｘｕａｌ ａｎｄ Ｒｅｐｒｏｄｕｃｔｉｖｅ Ｈｅａｌｔｈ ａｎｄ Ｒｉｇｈｔｓ
の略。自分の体、性や生殖について、誰もが十分な
情報を得られ、自分の望むものを選んで決められる
こと。
◎バックキャスティング� 【４面】
　あるべき未来を描き、そこから逆算して現在おこ
なうべき活動やその優先順位を決める手法のこと。
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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
７５
号
議
案
　
町
田
市
職
員

の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
部

分
休
業
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も

の
で
す
。

第
７８
号
議
案
　
町
田
市
ス
ポ

ー
ツ
施
設
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
啓
発
の

拠
点
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し

て
、
「
町
田
木
曽
山
崎
パ
ラ
ア
リ

ー
ナ
」
を
設
置
す
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

第
８０
号
議
案
　
町
田
市
子
ど

も
発
達
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会

生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め

の
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
関
係
す

る
規
定
を
整
理
す
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

第
８３
号
議
案
　
町
田
市
立
学

校
の
学
校
給
食
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
南
エ
リ
ア
中
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
の
開
業
に
伴
い
、
全
て
の
町
田

市
立
中
学
校
に
お
い
て
全
員
給
食

を
実
施
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

第
９６
号
議
案
　
町
田
市
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　
町
田
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
を

管
理
す
る
指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
も
の
で
す
。

可
決
し
た
主
な

可
決
し
た
主
な

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

★令和７年（２０２５年）第３回定例会議案審議結果一覧表� ※木目田英男議員は議長のため、可否同数の場合に議長裁決により議決します。

○　賛成　　×　反対　　－　棄権　　空欄は欠席 まちだ市民クラブ�
（７人）

公明党�
（５人）

自由民主党�
（５人）

日本共産党�
（４人）

選ばれる町田�
をつくる会�
（４人）

無所属�
（３人） 諸派

議決
月日議案 

番号 議　　案　　名 議決 
結果

戸
塚
正
人

渡
辺
さ
と
し

小
野
り
ゅ
う
じ

笹
倉
み
ど
り

佐
藤
和
彦

森
本
せ
い
や

今
村
る
か

お
ん
じ
ょ
う
由
久

小
野
寺
ま
な
ぶ

松
葉
ひ
ろ
み

山
下
て
つ
や

お
く
栄
一

石
川
好
忠

加
藤
真
彦

三
遊
亭
ら
ん
丈

藤
田　
学

佐
藤
伸
一
郎

細
野
龍
子

田
中
美
穂

佐
々
木
智
子

殿
村
健
一

若
林
章
喜

木
目
田
英
男（
議
長
）

白
川
哲
也

い
わ
せ
和
子

松
岡
み
ゆ
き

新
井
よ
し
な
お

吉
田
つ
と
む

お
ぜ
き
重
太
郎

矢
口
ま
ゆ

熊
沢
あ
や
り

中
川
幸
太
郎

秋
田
し
づ
か

★　市　長　提　出　議　案          
第６７号 令和７年度（２０２５年度）町田市一般会計補正予算（第２号） 可　決�

（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ８月２７日

第６８号 令和７年度（２０２５年度）町田市一般会計補正予算（第３号） 可　決�
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ × ９月３０日

令和７年度（２０２５年度）町田市一般会計補正予算（第３号）に対する修正案 否　決 × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ９月３０日
第６９号 令和７年度（２０２５年度）町田市国民健康保険事業会計補正予算（第１号） 可　決�

（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第７０号 令和７年度（２０２５年度）町田市介護保険事業会計補正予算（第１号） 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第７１号 令和７年度（２０２５年度）町田市後期高齢者医療事業会計補正予算（第２
号）

可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第７２号 令和７年度（２０２５年度）町田市鶴川駅南土地区画整理事業会計補正予算
（第１号）

可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第７３号 令和７年度（２０２５年度）町田市下水道事業会計補正予算（第１号） 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第７４号 令和７年度（２０２５年度）町田市病院事業会計補正予算（第２号） 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第７５号 町田市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第７６号 町田市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第７７号 町田市手数料条例の一部を改正する条例 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第７８号 町田市スポーツ施設条例の一部を改正する条例 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第７９号 町田市授産センター条例及び町田市大賀藕絲館条例の一部を改正する
条例

可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第８０号 町田市子ども発達センター条例の一部を改正する条例 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第８１号 町田市原町田一丁目自動車駐車場に関する条例を廃止する等の条例 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第８２号 町田市議会議員及び町田市長の選挙における選挙運動の公費負担に関
する条例の一部を改正する条例

可　決�
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ９月３０日

第８３号 町田市立学校の学校給食費に関する条例の一部を改正する条例 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第８４号 小山市民センター空気調和設備改修工事請負契約 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第８５号 小山市民センター電気設備改修工事請負契約 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第８６号 生涯学習センター機械設備改修工事請負契約の変更契約 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第８７号 市道路線の認定について 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第８８号 市道路線の廃止について 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第８９号 成瀬子どもクラブの指定管理者の指定について 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第９０号 小山ヶ丘学童保育クラブの指定管理者の指定について 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第９１号 みわっこ学童保育クラブの指定管理者の指定について 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第９２号 どろん子学童保育クラブ外２施設の指定管理者の指定について 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第９３号 小山学童保育クラブ外１施設の指定管理者の指定について 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第９４号 南第一さくら学童保育クラブの指定管理者の指定について 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第９５号 金森学童保育クラブ外２施設の指定管理者の指定について 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第９６号 町田市文化交流センターの指定管理者の指定について 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第９７号 町田市民フォーラム共有床の買入れについて 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月８日

第９８号 金森五丁目地内外雨水管渠改修工事請負契約 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月８日

第９９号 木曽中学校後付けエレベーター設置工事請負契約 可　決�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

第１００号 町田市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意方について 同　意�
（簡易表決）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

報告第６号 小山田蓮田緑地整備工事請負契約の変更契約に係る専決処分の承認を求めることについて
承　認�

（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ８月２７日

認定第１号 令和６年度（２０２４年度）町田市一般会計・特別会計歳入歳出決算認定について
認　定�

（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

認定第２号 令和６年度（２０２４年度）町田市下水道事業会計決算認定について 認　定�
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

認定第３号 令和６年度（２０２４年度）町田市病院事業会計決算認定について 認　定�
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９月３０日

★　議　員　提　出　議　案　 
第１２号 自動車ユーザーの過重な税負担軽減を求める意見書 否　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × 議

長
× × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ９月３０日

第１３号 速やかな生活保護費減額分の支給及び利用者への謝罪を求める意見書 可　決�
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ９月３０日

第１４号 第６８号議案に対する附帯決議 可　決�
[※議長裁決] ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ × × ９月３０日

★　請　願 
第１５号 一人一人の子どもの命を大切に通学の安全な体制を求める請願 継続審査 ９月３０日
第１６号 旧本町田小跡地（現ひなた小）にある「希望の森」を生かすことを求める請願 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ×

議
長

× × ○ ○ ○ × × × × ○ ９月３０日
第１７号 国に対する「速やかな生活保護費減額分の支給及び利用者への謝罪を求

める意見書」提出を求める請願
採　択�

（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ９月８日
第１８号 芹ヶ谷公園町田荘跡地擁護壁整備工事の着工を延期することを求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × × × ○ ９月３０日
第１９号 ２０２５年度に行う鶴川第三小学校の外壁補修工事の実施後に統合を行う

ことを求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × × × ○ ９月３０日

第２０号 町田市高齢者ホーム出張調髪利用券の発行継続に関する請願 採　択�
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ９月３０日

継続審査となりました。



（6）令和７年（２０２５年）1０月３０日 No.238町田市議会だより

● まちだ福祉◯ごとサポートセンターにおいて、これまで行政に関わっていなかった方
にもアプローチを行い困りごと相談につなげられたい。

● 「町田市障がい者差別をなくし誰もがともに生きる社会づくり条例」の認知度向上の
ため、市民へのさらなる周知とともに、障害の社会モデルを前提にした対応を全庁
が率先して推進されたい。

● 施設が老朽化していることから緊急修繕を行い、予算がかさんでいる。関係各位と協
議を行い、計画的な修繕計画、長寿命化を図られたい。

● ためらわずに生活保護の相談や申請ができるよう生活保護制度の周知を広く実施され
たい。

● 外国語の母子手帳を希望する方には、適切な情報提供、通訳など、他部署と連携しな
がら、サポート体制のさらなる拡充を図られたい。

● 支援に必要な妊婦へ児童福祉部門と母子保健部門の両課で一体的な支援を図り、出産
・子育て応援交付金事業による伴走型相談支援、経済的支援をより活用するなど、
妊娠期から引き続き切れ目のない支援を行われたい。また、行政につながっていな
い孤立した妊婦へのアプローチを今すぐ検討し、支援につなげられたい。

● 男性向けＨＰＶワクチン任意予防接種事業については、国の定期接種化に向けた動き
に注視し、学校での教育等についても研究されたい。

● 適正な保険診療が行われるよう努められたい。
● 認知症家族介護者支援については家族介護者の意見を踏まえながら新たな取り組みの

構築に向けて検討されたい。
● 国保税、介護保険料、後期高齢者医療保険料滞納者に対しては丁寧な分納相談、他部

署と連携して生活再建の支援につなげるよう努められたい。

【認定第３号】
● 町田市民病院は、ＩＣＵ、ＨＣＵなど高度急性期病棟、ＮＩＣＵなどの地域周産期母

子医療センター、そして小児病棟を有しており、いずれも市内で唯一の施設である。
町田市民だけでなく、南多摩医療圏の中で重要な役割を果たすべく、地域の医療機
関や救急隊、関連する施設の方々と協力しながら、救急、周産期、小児などの医療
を安定的に提供できる環境づくりに一層取り組まれたい。

● 小児入院病床については、一般病棟での対応にとどまらず、増床についても検討され
たい。

● 権限の移譲、もしくは返還について、市民生活の利便性向上や財政的な負担の軽減に  
ついての視点での取り組みをより進めるために、他自治体の事例もふまえ、専門的
に研究を行う個別の事業として立ち上げを検討されたい。

● 障がい者雇用率未達成を早期に改善されたい。
● 職員表彰については、市の職員がどのような事業でどのような成果を残したのか等、

市民にもより広く伝えられるものとされたい。
● 年次有給休暇取得の目標設定にあたっては、取得日数のみならず、取得率についても

検討されたい。
● 工事等成績評定に関しては、その苦情の申し立て先である町田市工事等成績評定苦情

審査委員会において外部の有識者等を委員にする必要性はないか、検討されたい。
● 財政調整基金の目標額は達成しているものの、26市と比較し、市民一人当たりの残高

は低い。各基金に関し、常に適切な目標額を設定し、積み立てに努められたい。
● 町田市民のふるさと納税による寄附金税額控除額と他自治体の市民によるふるさと納

税額の差の縮小に努められたい。
● 低未利用地取扱のガイドラインを作成するとともに、低未利用地の売却に関して、他

自治体の先進事例も調査し、写真なども活用した情報を発信し、その売却を促進さ
れたい。

● 法人市民税の未納相談に関して、相談者に対してできるだけ丁寧に対応し、納税漏れ
が起きないように努められたい。

● 生産緑地については、その管理が不適切である場合に、どのような状況が何年続くこ
とで課税地目の変更になるのか等、具体的な基準の必要性について検討されたい。

● 町田市勤労者福祉サービスセンターの被雇用者と個人事業主の会費差を解消されたい。
● 七国山ファーマーズセンター事業については、老朽化もしてきており、今後の活用方

針を定めて民間活力を活かした整備運営を検討されたい。
● 民間で運営される市内コワーキングスペースに関して、町田新産業創造センターとタ

イアップした事業を取り組み、幅広い創業の支援を図られたい。
● 在宅避難また、備えについて、市民理解が進むよう取り組み願いたい。また、あわせ

て、物資の提供が受けられるしくみづくりを構築されたい。
● 消防器具置き場の機能充実に努められたい。
● 消防団退団者を対象としたアンケートを分析し、消防団員が活動しやすい仕組み作り

に努められたい。

決算審査（健康福祉）
認定すべきもの と決定

決算審査（総務）
認定すべきもの と決定

� など計６１件の意見を附帯決議として付しました。� など計７１件の意見を附帯決議として付しました。

歳入合計
約1,961億円

歳入合計額
196,116,440,845円

令和６年度　歳入決算額の内訳（一般会計）

その他
29,375,054,789円（15.0％）
その他
29,375,054,789円（15.0％）

市債
5,755,000,000円（2.9％）
市債
5,755,000,000円（2.9％）

繰入金
10,545,519,221円
（5.4％）

繰入金
10,545,519,221円
（5.4％）

地方消費税交付金
10,526,432,000円（5.4％）
地方消費税交付金
10,526,432,000円（5.4％）

都支出金
27,486,075,740円
（14.0％）

都支出金
27,486,075,740円
（14.0％）

市税
71,054,117,829円
（36.2％）

市税
71,054,117,829円
（36.2％）

国庫支出金
41,374,241,266円（21.1％）
国庫支出金
41,374,241,266円（21.1％）

歳出合計
約1,880億円

歳出合計額
188,029,752,583円

令和６年度　歳出決算額の内訳（一般会計）

民生費
98,557,724,188円
（52.4%）

民生費
98,557,724,188円
（52.4%）

商工費 1,222,941,973円
議会費 633,031,478円
農林費 292,879,574円
労働費 38,156,620円

その他
2,187,009,645円（1.2%）

総務費
28,235,809,901円（15.0%）

教育費
16,620,020,487円
（8.8%）

衛生費
14,863,317,403円
（7.9%）

土木費
14,426,600,435円
（7.7%）

公債費
8,162,635,347円
（4.3%）

消防費
4,976,635,177円（2.7%）

≪町田市の決算書
　のページ≫

計
画
駐
車
場
を
廃
止
す
る
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ま
ま
駐
車
場

の
位
置
づ
け
と
し
て
は
残
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
委
員
　
駐
車
場
と
し
て
使
え
な

い
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
合

い
が
あ
る
の
か
。

　
産
業
政
策
課
担
当
課
長
　
駐
車

場
整
備
地
区
の
中
で
、
こ
ち
ら
に

は
、
こ
の
駐
車
場
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
で
都
市
計
画
決
定
し
た
駐

車
場
と
い
う
の
が
、
そ
も
そ
も
の

こ
の
原
町
田
一
丁
目
駐
車
場
の
成

り
立
ち
で
す
。
今
回
、
公
の
施
設

と
し
て
は
廃
止
、
供
用
が
老
朽
化

で
閉
鎖
し
て
し
ま
う
の
で
、
条
例

上
は
廃
止
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、

こ
の
場
所
に
駐
車
場
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
認
識
は
変
わ
り
ま
せ
ん

の
で
、
今
後
、
法
定
再
開
発
な
ど

を
検
討
し
て
い
る
間
、
検
討
す
る

際
に
は
、
建
て
替
え
も
含
め
た
形

で
駐
車
場
を
残
す
と
い
う
こ
と
も

検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

と
い
う
の
は
施
設
が
提
供
す
る
も

の
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
ご
意
見
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
認
識
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
委
員
　
特
養
の
利
用
料
金
の
中

に
調
髪
の
費
用
が
含
ま
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ
の
券
が

な
く
な
れ
ば
、
１
２
０
０
円
の
４

回
分
な
の
で
全
部
使
え
ば
４
８
０

０
円
だ
と
思
う
が
、
そ
の
分
は
利

用
者
の
、
仮
に
こ
れ
ま
で
券
を
使

っ
て
や
っ
て
い
た
方
が
い
た
ら
全

部
自
己
負
担
に
な
る
と
い
う
こ
と

な
の
か
。

　
高
齢
者
総
合
相
談
担
当
課
長
　

こ
の
廃
止
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
に

費
用
を
利
用
者
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
か
に
な
り
ま
す
と
、
こ
ち
ら

は
介
護
給
付
に
関
わ
る
部
分
と
は

別
に
、
居
住
費
や
食
費
と
合
わ
せ

て
、
日
常
生
活
費
と
合
わ
せ
て
、

別
途
、
利
用
者
に
施
設
が
請
求
す

る
と
い
う
こ
と
で
聞
い
て
い
ま
す
。

　
委
員
　
廃
止
後
は
ど
う
い
う
ふ

う
に
す
る
と
い
う
の
は
具
体
化
し

て
い
な
い
の
か
。

　
産
業
政
策
課
担
当
課
長
　
老
朽

化
に
伴
っ
て
駐
車
場
に
つ
い
て
は

閉
鎖
を
す
る
一
方
で
、
こ
の
後
に

関
し
て
は
、
南
の
玄
関
口
の
ま
ち

づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
、
法
定
再

開
発
を
含
め
た
検
討
を
Ｊ
Ｒ
東
日

本
と
協
議
し
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
ち
ら
を
協
議
し
て
い
る
間
は
、

閉
鎖
を
し
た
ま
ま
、
建
物
は
壊
さ

ず
に
施
設
管
理
を
し
て
い
く
よ
う

な
予
定
で
す
。

　
委
員
　
こ
の
駐
車
場
は
、
以
前

の
Ｊ
Ｒ
南
口
の
開
発
の
と
き
の
都

市
計
画
駐
車
場
と
い
う
位
置
づ
け

が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
産
業
政
策
課
担
当
課
長
　
都
市

　
委
員
　
市
の
立
場
と
し
て
も
利

用
者
と
か
家
族
と
か
、
そ
う
い
っ

た
方
々
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
い

る
の
か
、
意
見
を
聞
い
て
い
る
の

か
。

　
高
齢
者
総
合
相
談
担
当
課
長
　

利
用
者
や
ご
家
族
の
ご
意
見
を
聞

い
て
い
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
れ
は
施
設
を
通
じ
て
に
な

る
と
こ
ろ
に
な
り
ま
す
。
利
用
券

に
よ
り
調
髪
料
金
の
自
己
負
担
が

減
る
の
で
助
か
る
と
い
う
声
や
、

利
用
券
の
枚
数
を
増
や
し
て
ほ
し

い
と
い
う
声
が
あ
る
こ
と
を
聞
い

て
い
ま
す
。

　
委
員
　
特
養
の
中
で
介
護
度
４
、

５
の
方
だ
け
残
す
と
い
う
よ
う
な

議
論
は
検
討
さ
れ
た
の
か
。

　
高
齢
者
支
援
課
長
　
施
設
に
入

所
さ
れ
て
い
る
方
の
散
髪
の
機
会

町
田
市
原
町
田
一
丁
目
自
動

車
駐
車
場
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
す
る
等
の
条
例

８月２７日・９月１１日・１２日
・１９日に議案１１件、認定
１件の審査を行いました。

９月１１日・１２日・１９日に
議案６件、認定２件、請願
１件の審査を行いました。 総　務健康福祉

審査から 令和６年度 決算を審査
　本定例会では、決算についても各常任委員会で審査しました。各常任委員会では活発に質疑が行われ、決算審査の結
果「認定すべきもの」と決し、多数の意見が付されました。

町
田
市
高
齢
者
ホ
ー
ム
出
張

調
髪
利
用
券
の
発
行
継
続
に

関
す
る
請
願
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～常任委員会の活動状況～

第
17
期
町
田
市
議
会
改
革

調
査
特
別
委
員
会

調
査
結
果
報
告

　

８
月
27
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

調
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
を

行
い
、
調
査
報
告
書
の
と
お
り
全

員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
調
査
の
目
的
・
経
過
】

　

本
委
員
会
は
、
町
田
市
議
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
議
論
を
深
め
、

議
会
の
権
能
・
機
能
強
化
及
び
議

員
の
調
査
活
動
等
に
つ
い
て
改
革

を
進
め
、
活
性
化
を
図
る
た
め
、

令
和
４
年
６
月
30
日
に
設
置
さ
れ
、

以
降
、
合
計
27
回
の
委
員
会
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。

【
調
査
・
検
討
の
結
果
】

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
調
査
報
告

書
か
ら
抜
粋
し
た
左
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

田
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
、

調
査
報
告
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 指定喫煙所について、新たな受動喫煙対策の具現化を急がれたい。
● 駅周辺でのポイ捨てごみ収集員（シルバー人材センター委託）の夏場の業務にあた
っては、熱中症対策を講じられたい。

● 剪定枝資源化センターについては、利用状況の減少、運営費の上昇、設備の老朽化
の状況などを踏まえ、そのあり方を含めた今後の抜本的な見直しをされたい。

● リチウムイオン電池の混入防止に向け、啓発活動に加え選別方法の探求と、回収方
法の充実を推進されたい。

● 自然災害に備えた道路部職員による研修会を継続し、充実されたい。
● 道路に関する通報も増えており、予防保全を組み入れた効率的、効果的な維持補修
と事後保全のバランスを考慮しつつ、必要なリソース、予算を確保されたい。

● 町田市街路樹更新計画推進にあたっては、地域住民への周知と協議を重視されたい。
● まちだベジハブを持続可能な取組にするために、農業振興課や関係団体と有効な意
見交換を行われたい。

● 相原駅東口まちづくりについては、民間資本の導入等を含め様々な手法を検討し、
民間の土地と駅前交通広場等の公共施設の土地利用が一体的に図れるよう、連携
して進めていただきたい。

● キッチンカー出店実証実験は、実証実験の結果を鑑み、今後は出店者・利用者の満
足度をさらに高められるよう、継続事業として事業の質の向上に努められたい。

● 野津田公園事業について、有料施設以外の利用状況を把握し公園運営や整備に活か
されたい。

● 支え合い交通は、公共交通を補完する重要な役割があり、これから取り組もうとし
ている団体もあるので、サポートをしながら増やしていけるよう努められたい。

● 市民バス、コミュニティバスの運行にあたっては、地域ニーズに沿った利便性向上
とともに、利用する目的を創り出す取組も充実されたい。

● みちづくり・まちづくりパートナー事業（都計道３・４・11号（原町田））にあた
っては、地権者や借家権者に寄り添った対応をされたい。

● 有効な空き家対策を実施するため、引き続き予防対策と迅速な対処に努められたい。

【認定第２号】
● 昨今の物価高騰・労務単価の上昇、そして老朽化の状況を精査し、効率化・経費削
減などの不断の経営努力を行うことで、市民の負担が増加しないよう努められたい。

決算審査（建設）
認定すべきものと決定

● 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金について、保護者負担額軽減のため、教
材費等にも使用できるよう、国に申請されたい。

● 多摩２６市の町内会・自治会を担当する職員の交流会を引き続き開催し交流されたい。
● 「公有財産（普通財産）の未使用地の状況」について、23年度と比べ、今後の計画
が８件中３件具体的に進展した。庁内の各部との連携を取り速やかな推進を図ら
れたい。

● 園と園医の意見交換会は、保育現場における児童の健康管理に資する事業であり、
継続されたい。

● 保育士確保について、有資格者の低就労や低所得対策など、関係団体を含めたプロ
ジェクトチームとより連携を図り、市としての処遇改善も含め、抜本的な方策を
講じられたい。

● 各子ども食堂に支給する補助金は、申請に応じた金額を継続されたい。また支給時
期を早めるよう努められたい。

● 冒険遊び場活動補助金について、物価高騰や人件費増などの社会状況を考慮し、補
助金の金額について各運営団体と協議し対応されたい。

● 消費者被害防止のため、日進月歩で変わりゆく消費者課題に素早く取り組み、さら
なる情報提供の強化に努められたい。

● スクールロイヤーの利用状況の「保護者・地域からの要求」について、年度毎に要
求件数の変動がある。複雑化になれば利用状況は増える。複雑化する前に関係者
との初期対応をスピーディーに取り図られたい。

● さらなる教員の事務負担軽減を進め、相談時間や個別学習サポート、地域や保護者
への説明など、教育の質の向上を図られたい。

● 「端末を授業活用できる児童の割合」について、活用状況の差が能力や自信の差に
繋がるので、活用できない児童については置いていかれない対策をより丁寧に対
応されたい。

● タブレットの持ち帰りについて、重い荷物を持つことによる心身への負担や学力な
どへの影響を研究されたい。

● 不登校児童の学びの場として、学びの多様化を目的に児童のニーズに応えられるよ
うな仕組みを検討されたい。

● 相模原市との連携講座「まちの歴史、さがしてみました～まちさが考古学講座～」
は引き続き継続されたい。

● 全国大会等に出場する選手達の励みになるような支援を充実されたい。

決算審査（文教社会）
認定すべきものと決定

� など計８０件の意見を附帯決議として付しました。� など計３１件の意見を附帯決議として付しました。

　
循
環
型
施
設
管
理
課
担
当
課
長 

　
全
国
市
有
物
件
災
害
共
済
会
の

共
済
金
が
ほ
ぼ
全
額
当
た
る
こ
と

で
、
ゼ
ロ
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員　
共
済
金
が
ど
こ
ま
で
補

償
の
範
囲
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
。

　
循
環
型
施
設
管
理
課
担
当
課
長 

　
火
災
に
よ
っ
て
損
害
が
出
る
前

の
状
況
に
戻
す
と
こ
ろ
ま
で
の
部

分
で
す
。
散
水
ノ
ズ
ル
で
す
と
か
、

ガ
ス
検
知
器
で
す
と
か
、
難
燃
性

の
ゴ
ム
ベ
ル
ト
だ
っ
た
も
の
を
鉄

製
の
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
変
え
る
、
そ

う
い
っ
た
火
事
が
起
き
て
も
損
傷

し
に
く
い
よ
う
な
状
況
を
機
械
の

改
造
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く

り
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
共
済
金

に
当
た
り
ま
せ
ん
が
、
１
度
火
事

が
発
生
し
て
し
ま
っ
て
ご
み
処
理

が
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
、
い
ろ
ん

な
方
面
に
影
響
が
出
ま
す
の
で
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
中
心
に
対

策
を
し
た
部
分
が
再
発
防
止
策
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
田
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
委
員　
パ
ラ
ア
リ
ー
ナ
整
備
に

当
た
っ
て
の
料
金
設
定
の
考
え
方

と
、
パ
ラ
ア
リ
ー
ナ
自
体
が
市
と

し
て
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

な
ど
も
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
目

的
に
沿
う
形
で
、
ど
の
よ
う
な
配

慮
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
担
当
課
長　

基
本
的
に
は
既
存
の
市
立
総
合
体

育
館
や
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
と
同

様
の
利
用
料
金
等
を
設
定
し
て
い

ま
す
。
ア
リ
ー
ナ
の
利
用
料
金
に

関
し
て
は
、
市
立
総
合
体
育
館
の

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
の
利
用
料
金
を

面
積
で
割
り
返
し
た
１
平
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
の
単
価
に
基
づ
い
て

算
出
を
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長　
今
後
、

優
先
予
約
の
順
位
を
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
団
体
を
優
先
す
る
と
こ
ろ
で
区

別
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員　
今
回
は
不
可
抗
力
の
と

こ
ろ
で
あ
り
、
過
失
も
事
業
者
に

は
な
い
と
い
う
中
で
、
費
用
負
担

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
。

　
循
環
型
施
設
管
理
課
担
当
課
長

　
契
約
書
の
中
に
不
可
抗
力
の
事

象
が
起
き
た
と
き
に
は
、
損
害
に

つ
い
て
運
営
事
業
者
と
市
の
間
で

協
議
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
規
定

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
規
定
に
基
づ

き
、
費
用
負
担
の
話
合
い
を
し
た

結
果
、
１
％
の
ご
負
担
を
上
限
に

い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
計

上
し
た
費
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員　
発
生
２
回
目
の
事
業
者

負
担
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
が
、
ど
の
よ

う
に
決
定
し
た
の
か
。

　
委
員　
子
ど
も
会
議
み
た
い
な

も
の
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
子
ど

も
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
関
わ
っ
て
い

け
る
の
か
。
そ
れ
か
ら
、
地
域
貢

献
を
大
変
高
く
評
価
さ
れ
た
が
、

内
容
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

　
児
童
青
少
年
課
長　
子
ど
も
会

議
は
、
毎
月
１
回
開
催
し
て
、
活

動
の
ル
ー
ル
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
が
話
合
い
、

計
画
、
準
備
、
実
行
、
振
り
返
り
、

改
善
を
行
い
、
自
ら
積
極
的
に
取

り
組
み
、
活
動
し
て
い
く
と
い
う

よ
う
な
形
で
ご
説
明
を
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
域
貢
献

の
と
こ
ろ
で
す
が
、
特
に
評
価
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
は
、
成
瀬
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
登
録
団
体

と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
提
案

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

８月２７日、９月８日・９日・１０
日・１７日に議案７件、認定２件、
請願１件の審査を行いました。

８月２７日、９月９日・１０日・１６日
・１７日に議案１３件、認定１件、
請願３件の審査を行いました。文教社会建　設

成
瀬
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
（
２
０
２
５
年

度
）
町
田
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）　
　
　
　

～
町
田
市
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
ン
タ
ー
施
設
火
災
復
旧

事
業
～

　町田市議会では、常任委員会の活動として、市内の各種団体の皆さんと懇談会を開催
し、市民と議会の意見を交換する場としています。懇談会で出された意見については、
議会活動に反映させていただきます。10月までに開催した懇談会は次のとおりです。
日付 団体名 内容 対応した常任委員会

9月22日
特定非営利活動法人
東京養育家庭の会みどり支
部町田

養育家庭についての意見交
換 文教社会

9月29日 町田市障がい児者自立支援
研究・研修会

福祉避難所への直接避難に
ついて　等 総務

【付議事件①　議員の調査活動等に関する事項】
・決算参考資料の精査について
　議会運営委員会で、任期中に１度は精査することを申し入れることとする。（2025年３月24日決定）
・政務活動費について、政務活動費の「按分の考え方」を精査すべきについて
　町田市議会政務活動費使途基準の運用指針を一部改正することを決定する。（2024年12月18日
決定）
【付議事件②　議会の権能・機能強化に関する事項】
・議案説明会（録画配信）について
　配信の条件が整ったため、令和６年（2024年）第１回定例会から試行することを決定する。（2023
年12月11日決定）
・オンラインによる委員会の開催について、オンライン委員会（常任・特別・災対）について
　実施に向け、町田市議会委員会条例及び町田市議会会議規則の一部を改正する議案を議会運営委
員会から発議していただけるよう申し入れすることとする。（2023年２月６日決定）
　オンライン委員会について必要な事項を定めた「町田市議会オンラインを活用した委員会の開催
について」を決定する。（2023年２月28日決定）
　本件の対象に「災害」を加えるため、町田市議会委員会条例の一部を改正する議案を議会運営委員
会から発議していただけるよう申し入れをすることとする。（2023年６月5日決定）
　「町田市議会オンラインを活用した委員会の開催について」の出席対象事由に「災害」を加えるこ
とを決定する。（2023年６月14日決定）
【付議事件③　議会の情報提供に関する事項】
・議会中継の字幕配信について
　導入することを決定する。また、決定したことを議会運営委員会に報
告する。（2023年９月29日決定）

調査報告書
掲載ページ→

委員会の付託された議案等を審査
　町田市議会には、４つの常任委員会が設置されており、本会議で付託された議案・請願、所管事務調査による行政報告等、
各所管事項について詳細にわたり審査を行っています。その中から、各常任委員会の主な審査状況をお知らせします。
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９
月
定
例
会
の
日
程

傍聴者数：１７８名

月

日

内
　
　
容

８
２７
㊌

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

（
総
務
・
文
教
社
会
・

建
設
）

２４

２８
㊍
議
案
説
明
会

１

９
１
㊊
本
会
議（
一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

２９

２
㊋

本
会
議（
一
般
質
問
）

５

３
㊌

３９

４
㊍

１５

５
㊎

８

８
㊊
本
会
議（
質
疑
）

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会（
建
設
）
４

９
㊋
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

２７

１０
㊌

１

１１
㊍
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

４

１２
㊎

４

１６
㊋
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
）

１

１７
㊌
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

２

１９
㊎
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

２

３０
㊋
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

１２

速
や
か
な
生
活
保
護
費
減
額

分
の
支
給
及
び
利
用
者
へ
の

謝
罪
を
求
め
る
意
見
書

議員提出議案

意見書意見書（要旨）（要旨）
　本定例会では意見書１件を可決し、議長名で関係行政庁へ提出
しました。要旨は次のとおりです。

　

２５
年
６
月
２７
日
、
１３
年
か
ら
数

次
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
た
生
活
保

護
費
減
額
は
違
法
で
あ
る
と
の
最

高
裁
判
所
判
決
が
確
定
し
、
生
活

保
護
利
用
者
へ
の
被
害
の
救
済
が

政
府
、
厚
労
省
に
対
し
て
命
じ
ら

れ
た
。
し
か
し
、
厚
労
省
は
自
身

が
任
命
し
た
専
門
家
に
よ
る
委
員

会
を
設
置
し
、
判
決
内
容
を
検
証

し
た
後
に
、
そ
れ
を
踏
ま
え
対
応

を
す
る
と
し
、
判
決
後
２
ヶ
月
以

上
経
過
し
て
も
違
法
判
決
が
さ
れ

た
不
当
な
保
護
費
削
減
分
の
返
還

に
応
じ
な
い
ば
か
り
か
、
謝
罪
す

ら
行
っ
て
い
な
い
。

　

よ
っ
て
、
速
や
か
な
生
活
保
護

費
減
額
分
の
支
給
及
び
生
活
保
護

利
用
者
へ
の
謝
罪
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

政
務
活
動
費
の

政
務
活
動
費
の

収
支
報
告
に
つ
い
て

収
支
報
告
に
つ
い
て

　

条
例
に
基
づ
き
、
議
員
の
調
査

研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た

め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、

会
派
に
対
し
政
務
活
動
費
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
度
、
そ
の

収
支
に
つ
い
て
、
領
収
書
等
の
必

要
書
類
を
添
え
て
議
長
に
提
出
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
令
和
６
年
度
の
会
派
別
収
支

は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

会
派
ご
と
の
収
支
報
告
書
及
び

領
収
書
等
に
つ
い
て
は
、
市
庁
舎

３
階
の
議
会
図
書
室
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

本
会
議
の　

本
会
議
の　

　
質
疑
か
ら

　
質
疑
か
ら

予　
　
算

予　
　
算

芹
ヶ
谷
公
園
“
芸
術
の
杜
”

推
進
事
業

　

議
員　
今
回
の
補
正
予
算
の
計

上
に
当
た
っ
て
は
物
価
上
昇
等
に

伴
う
増
額
も
反
映
さ
せ
て
い
る
と

い
う
趣
旨
だ
が
、
現
在
は
公
共
工

事
の
応
札
事
業
者
が
少
な
く
入
札

不
調
も
続
い
て
い
る
と
い
う
実
態

が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
予

算
額
の
積
算
に
当
た
っ
て
物
価
高

騰
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
反
映
し

て
い
る
の
か
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　
予

算
額
の
積
算
に
当
た
り
、
市
場
価

格
を
反
映
し
た
刊
行
物
に
よ
る
単

価
や
公
共
工
事
で
用
い
る
最
新
単

価
、
メ
ー
カ
ー
の
見
積
り
に
よ
る

単
価
等
を
適
切
に
反
映
し
、
こ
れ

に
今
後
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
考

慮
し
、
東
京
都
市
建
設
行
政
協
議

会
が
示
す
変
動
率
２０
％
を
基
に
上

昇
率
を
乗
じ
て
算
出
し
て
い
ま
す
。

　

議
員　
２４
年
度
当
初
予
算
よ
り
、

総
事
業
費
が
４
億
５
９
９
８
万
１

千
円
、
差
額
が
生
じ
て
い
る
と
あ

る
が
、
そ
の
理
由
と
、
内
訳
は
。

第
８
回　
高
校
生
と
町
田

市
議
会
議
員
の
意
見
交
換

会
の
開
催
に
つ
い
て

　

今
年
で
８
回
目
と
な
る
高
校
生

と
町
田
市
議
会
議
員
の
意
見
交
換

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

１１
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　

１３
時
３０
分
～
１６
時

■
内
容　

以
下
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
①
「
町
田
を
も
っ
と

〝
推
せ
る
街
〟
に
す
る
に
は
？
」

　

テ
ー
マ
②
「
１０
年
後
の
町
田
に

つ
い
て
考
え
る
。」

※
詳
細
は
、
町
田
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

過
去
に
開
催
し
た
際
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
動
画
や
写
真
等
も
公
開
し
て

い
ま
す
。
高
校
生
と
市
議
会
議
員

の
活
気
あ
る
意
見
交
換
の
雰
囲
気

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

～電子書籍版もご覧ください～
「町田市議会だより」は、市議会ホームペー
ジ上で、ＰＤＦ形式もご覧いただけます。
　また、「カタログポケット」、「マチイロ」、
「TAMA ebooks」での電子書籍版を掲載し
ています。右の市議会ホームページ内のリン
クよりご覧ください。 ≪市議会だよりのページ≫

会
派
解
散

　

熊
沢　

あ
や
り　

諸
派

　
　
　
　
　
　
　
（
１０
月
７
日
付
）

会
派
加
入

　

熊
沢　

あ
や
り　

自
由
民
主
党

　
　
　
　
　
　
　
（
１０
月
７
日
付
）

会
派
の
動
き

相模原市議会議員と相模原市議会議員と
議員交流会を開催しました議員交流会を開催しました

　１０月６日に町田、相模原両市の議員による議員交流会が行われました。
　当日は、町田ＧＩＯＮスタジアム、ＦＣ町田ゼルビアクラブハウスにて、
施設の概要説明ののち、見学および質疑応答を行いました。
　議員交流会を通し、両地域をさらに発展させるため、議員相互の情報交
換とともに、活発な意見交換が行われました。

ＦＣ町田ゼルビア
クラブハウスでの
施設見学の様子
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令和６年度政務活動費会派別収支報告一覧表

Ｑ Ａ
政務活動費

交付額は？
政務活動費は、町田市
議会における会派（所

属議員が1人の場合を含む。）
に対して交付されます。金額は
1人当たり月額60,000円です。

政務活動費とは？
地方自治法に基づき、
議員の調査研究その他

の活動に資するため必要な経
費の一部として、交付される
ものです。

何に使えるの？
使途基準を定めており、
使い道が決められていま

す。会派の調査研究活動、議会
活動等について市民に報告し、
広報するための費用、調査研究
活動及び情報収集等のための費
用などに充てることができます。

収支報告書の
提出義務はあるの？
会派の経理責任者は、  
政務活動費に係る収入

及び支出の報告書を作成し、
当該政務活動費に係る領収書
等を添えて議長に提出します。

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
＆

Ａ

（単位：円）

会派名 まちだ市民
クラブ 公明党 自由民主党 選ばれる町田

をつくる会 日本共産党 無所属
諸派

（おぜき重太郎・
矢口まゆ）

諸派
（熊沢あやり）

諸派
（中川幸太郎）

諸派
（秋田しづか）

所属議員数
（令和7年3月31日時点） 8人 6人 5人 4人 4人 3人 2人 1人 1人 1人

交付月数 12 ヶ月分 12 ヶ月分 12 ヶ月分

令和6年5月28
日付で1人辞職
のため、4人は
12 ヶ月分、1
人は辞職まで
の2ヶ月分

12 ヶ月分 12 ヶ月分 12 ヶ月分 12 ヶ月分 12 ヶ月分 12 ヶ月分

収入額（交付額）※ 5,760,000 4,320,000 3,600,000 3,000,000 2,880,000 2,160,000 1,440,000 720,000 720,000 720,000

実
支
出
額

人件費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
調査活動費 1,038,027 1,889,091 205,164 315,291 55,896 597,217 62,031 0 0 55,497

研修・研究・会議
費 113,196 140,110 13,000 4,000 0 47,804 0 0 0 0

資料作成費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
資料購入費 389,465 565,911 809,120 242,168 117,786 260,157 0 0 0 5,300
広報費 4,188,016 337,653 2,410,875 2,300,408 2,043,305 1,301,143 659,037 0 10,988 70,205

通信運搬費 543,094 357,867 74,599 292,104 0 283,659 0 0 0 0
事務費 419,474 296,081 88,630 105,788 476,866 74,934 0 0 0 6,250
合計 6,691,272 3,586,713 3,601,388 3,259,759 2,693,853 2,564,914 721,068 0 10,988 137,252

残余金（返還額） 0 733,287 0 0 186,147 0 718,932 720,000 709,012 582,748
※収入額（交付額）は、各月１日（基準日）における会派の所属議員数に、月額６万円を乗じて得た金額の月数分です。

前回の意見交換会の様子≪意見交換会のページ≫

ぜひご覧ください！！

ダイジェスト動画
も公開中！
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